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７面 NEWS ／行政 ZEH、現状のままでは2020年度の目標達成困難

8・9面 連載／ 「ｎ工務店」の経営術 高性能・高品質追求しながら安定受注

11面 独自工法／ CLT 工期短縮可能なログハウスの施工現場公開

16面 NEWS ／団体 「木構造マイスター」認定制度を創設

Uw値0.62の
高性能木製窓

デザイン性・耐候性の 
高さも特長

　レインボーオーシャンビューが製
造・出荷する窓の仕様（開閉形式）は、
ドレーキップ、スライディング（片引
き）、FIXの３種類。枠、ガラスとも
にドイツから部材をコンテナ輸入し
て製造するUw 値 0.62のトリプルガ
ラス窓は既製品となり、400 ～ 2110
㎜まで７段階の高さを取りそろえる。

幅はドレーキップが1200㎜まで５
段階、FIXが 2110㎜まで７段階。一
方、ガラスを国内で調達して製造す
るペアガラス窓（Uw 値1.10）であれ
ばオーダーメイドによる供給が可能。
その場合、１枚あたりの最大寸法は
高さ2500㎜×幅 3000㎜。「高さを合
わせて複数の窓を連結すれば最大
幅6000㎜の大開口をつくれる」（佐藤
さん）という。
　佐藤さんは自社の製品の特長と

して、断熱性能の高さや１～２週間
という短い納期に加えて、細い窓枠
によるインテリア性の高さや外側か
らは窓枠が見えないように設置する
独自方式によって実現するデザイン
性、耐候性の高さなどを挙げる。こう
した特長を強みとしながら、性能や
デザインなど「こだわりのある家づく
り」に取り組む工務店や設計事務所
などに提供していく考えだ。
　販売価格は、既製品のトリプルガ

ラス窓とフリーサイズのペアガラス
窓がほぼ同等で、現時点で「国内大
手窓メーカーの高性能樹脂窓の２
～３倍で、輸入高性能木製窓と比
べると３割ほど安い」（佐藤さん）。た
だ、製造・販売が軌道に乗ってくれ
ば、輸入部材を徐々に国産部材に切
り替えることにより「国内大手窓メー
カーの高性能樹脂窓の1.5 倍程度」
まで価格を抑えられるとの見通しを
示す。 ［２・３面へつづく］▶︎

　パッシブハウスレベルの家づくりを手掛ける香川県丸亀市の工務店・パッシオパッシブ（佐藤大治社長）の関連会社・レインボーオーシャン
ビュー（同市、同社長）は、ドイツの窓メーカーからライセンスを取得して同市内にある自社工場で製造する高性能木製窓「スマートウィン」を来
年１月から国内向けに出荷する。窓の断熱性能を示すUw値は0.62W ／㎡ Kで、国内大手メーカーの高性能トリプルガラス樹脂窓の性能（Uw値
1.0前後）を大幅に上回る。社長の佐藤さんは、自社の高性能木製窓を全国の地域工務店に対して供給していく考えで「地域工務店が超高断熱の
家づくりで強みを持つことで、ハウスメーカーやローコストメーカーが競争できない未開拓市場を切り拓きたい」と意気込む。

高性能木製窓を製造するレインボーオーシャンビューの工場
（香川県丸亀市）。パッシオパッシブの倉庫を改修して整備した

レインボーオーシャンビュー（香川）来年１月から地域工務店などに向け供給開始
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　パッシオパッシブ（香川県丸亀市）
社長の佐藤大治さんは「ハウスメー
カーやローコストメーカーが到達で
きない、圧倒的な高性能住宅をつく
りたい」との思いから、これまで「付
加断熱＋トリプルガラス窓」を標準
仕様とする家づくりを実践してきた。
佐藤さんにとって高性能かつ低価格
を実現するためにどうしても突破し
なければならなかったのが窓だった。
　「Uw 値 0.8 以下」という性能の窓
を手に入れるには、海外から輸入す
るトリプルガラス窓に頼るほかない。
しかし、輸入する窓は「輸送費や関
税をあわせると35 坪の住宅１棟で
300万円ぐらいかかる上、納期も４～
５カ月かかるため、設計前に発注し
なければ間に合わない」（佐藤さん）
といった理由から採用が難しく、メ

ンテナンスや万一の故障対応の面で
も不安があった。そんな中、「もっと
高性能で安い窓を自由に使うには、
日本でつくるしかない。誰もできなけ
れば自分でつくるしかない」との結論
に至り、木製窓製造・販売の新会社
としてレインボーオーシャンビュー
を設立、事業化にこぎつけた。

世界水準の性能と品質
　この木製窓「スマートウィン」は、
ドイツ・バイエルン州にある社員10
人ほどの小さな窓メーカー・スマー
トウィン社の代表のフランツ・フロイ
ンドーファーさんが20 年かけて開発
し、2010 年からドイツで製造・販売
しているもの。レインボーオーシャン
ビューでは、スマートウィン社とライ
センス契約を結び、国内で同木製窓
を製造・販売する。
　スマートウィン社は2016 年から、
製品をドイツ国外の欧州や世界の
市場に展開する際、「よりユーザーの
ニーズにあった製品開発ときめ細や
かなメンテナンスをしたい」というフ
ランツさんの考えに基づき、完成品
を輸出するのではなく、現地のパー
トナーと契約して現地生産する方
式をとっている。現在までに欧州で
12カ国、そのほか米国、韓国、中国、
ニュージーランドで現地パートナー
とライセンス契約を結び、木製窓を
供給している。

CO2 削減・温暖化防止に貢献
　「自分で木製窓をつくりたい」と考

えた佐藤さんは、パッシブハウスな
ど高性能な家づくりやドイツの住宅
事情に詳しいパッシブハウス・ジャ
パン代表理事の森みわさんに相談。
森さんの紹介により、フランツさんと
出会い、日本国内での木製窓の生産
が実現した。森さんは「高性能でア
フォーダブルな木製窓の国産化はい
つか実現したかったこと。ビジネス
としてではなく、『自分が使いたい』
という動機で工務店の佐藤さんが挑
戦してくれたことの意義は大きい。
パッシブハウスを普及させたいと願
うフランツさんにとってもよい巡り合
いになった」と振り返る。　
　佐藤さんは昨年８月、スマート
ウィン社と製造パートナー契約を結
び、その後４回渡欧し、ドイツの同社
の本社や欧州国内のパートナー企業
を視察しながら、製作機械の選定な
ど準備を進めた。佐藤さんは「フラン
ツさん（同社）は、営利目的というよ
りは（パッシブハウスの普及による）
CO２削減や地球温暖化防止という
理念を優先してライセンス契約を結
んでくれた。その想いに応え、可能な
限り低コストで製品を提供したい」と
抱負を語る。佐藤さんは複数回、渡欧しながら木製窓製造・販売の準備を進めた。写真はオーストリアの製造工場

「スマートウィン」を採用した欧州の住宅事例

圧倒的な高性能住宅つくりたい
独自の市場をつくる地域工務店の武器に

パッシオパッシブが手掛ける住宅に採用したレインボーオー
シャンビュー製造の木製窓第１号の前で。開発者のフランツ・
フロインドーファーさん（左から２番目）、佐藤大治さん（右）
と同社スタッフ
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「日本オリジナル仕様」も開発
　日本国内の住宅市場では、北米や
欧州のメーカー製の高性能木製窓
を調達することもでき、木製窓を生
産する国内メーカーもある。佐藤さ
んは、こうした現在、国内の市場で
流通している木製窓と比較した際の
自社製品の大きな特長の一つとして

「窓枠の細さ」を挙げる。細い木製の
窓枠はデザイン性、インテリア性に
優れ、「大開口の先にある風景を美し
く切り取ることができる」（佐藤さん）
という。同社の製品は、窓枠の見込
寸法を広くとり、さらに枠の四隅を特
殊金物で補強することにより「見付
61㎜」という細さを実現した。
　さらに佐藤さんは、フランツさん
との共同により、付加断熱を行う外
壁の仕様を前提に、窓が設置される
外周の外張り断熱材を窓枠分だけ
長く施工し、屋外側の窓枠が外張断
熱材に覆われる納まりを日本オリジ
ナル仕様として開発。これにより屋

ンビューに 移 籍し、
プロジェクトマネー
ジャーを務める。その
ほか大手石油会社で
プラント施設の設計
に携わっていた経験
を持つ人材をスタッ
フとして雇用、リタイ
アした大工とともに３
人体制で製造を始め
る。
　隣接地では、来年

９月の完成をめどに500㎡の新工場
建設を計画しており、これが完成す
れば、年間約１万 5000窓（住宅1500
棟相当）の生産能力を持つことにな
るという。
　現時点では、ペアガラス窓のガラ
ス以外の部品は全てドイツから輸入
する。国内で部品を製作することで、

「完成品を輸入するのに比べ販売価
格を３割安に抑えることができ、納
期も国内メーカーと同等の１～２週
間まで短縮できる」と佐藤さんは説
明する。今後、年間1000窓（住宅100
棟相当）の受注を維持できれば、「主
要部品となるガラスや金物まで国内
調達が可能となり、国内メーカーの
高性能樹脂窓の1.5 倍程度まで価格 を抑えることができるはず」と見込

む。
　佐藤さんは「コスト削減にはなら
ないかもしれないが、いずれは木製
窓枠に国産材を使用することにも
チャレンジしたい。将来的には“香
川檜”を用いた『地産窓』もつくって
みたい」と夢を語る。

外側からは窓枠がみえない構造にな
り「窓の断熱性、水密性、気密性を
一気に補強できると同時に、日本の
ユーザーが心配する屋外側の窓枠の
耐候性の課題も解決できる」と説明
する。
　取り付け方法は、世界標準の「内
付け」を採用する。佐藤さんは、国内
主要メーカーが標準的な施工方法と
している「半外付け」について、「躯
体の断熱ラインを途切れさせる熱橋
を生じさせ、建物の断熱性能を低下
させる原因となっている」と指摘、「日
本の省エネ基準では計算されない
が、熱橋を減らすことは体感的な快
適性にも重要な影響を及ぼす。内付
けの窓が普及すれば、北海道など温
度差の大きい寒冷地でもさらなる快
適性が得られる」と訴える。
　ただ、国内で普及している従来型
の半外付け方式と施工方法が異な
るため、現場施工の技術的なハード
ルは上がる可能性もある。佐藤さん
は「内付けは防水のテープ処理と水
切りが大事。輸入木製窓と同じだが、
初めて取り付ける工務店さんにはア
シストが必須で、弊社が対応する」
とし、施工支援体制も充実させてい
く構えだ。

将来的には『地産窓』にも挑戦

　製造は、親会社のパッシオパッシ
ブの倉庫（80㎡）を改修し、そこに
製作機械を導入して行う。パッシオ
パッシブで住宅設計を手掛けていた
社員が新会社・レインボーオーシャ

10月13日に中国で開かれた国際パッシブハウスカンファレンスで、日本仕
様の「スマートウィン」は温暖地部門で最も評価の高い高性能窓として表彰
された

「スマートウィン」の断面図。窓枠見付はわずか61㎜。
外装枠材はアルミ押出材で被覆する

パッシブハウス研究所（ドイツ）が発行した「スマー
トウィン」の性能証明書。トリプルガラスの仕様に
よりUw値0.77〜 0.62まで性能を高められる

　断熱性、省エネ性に優れる高性能住宅に詳しい設計者からも、レイ
ンボーオーシャンビューが新たに国内向けに供給する高性能木製窓に
対する期待が高まっている。

高性能住宅を手掛ける設計者からも期待の声

世界が認める窓、
日本の省エネ建築の
潮流つくる

形状おさまりの斬新さ、
日本海側ビルダーの
強みに

パッシブハウス・ジャパン
代表理事

森みわさん

西方設計

西方里見さん

　「小さな木工所でも製作できる、
ヨーロッパのような寒冷気候の
パッシブハウスに対応した高性能
木窓をつくりたい」とフランツ・フ
ロインドーファーさんが過去 20 年
にわたって開発してきた製品が世
界中に広まりつつあり、同氏の功
績は大きい。スマートウィン木製
窓の断面設計は世界中の窓エン
ジニアに影響を与えており、方向
性として間違いのないもの。自信
を持って徐々に供給量を増やして
ほしい。
　まずはアーリーアダプターの工
務店が納得してくれる品質を担保
し、納品、取り付けまでの一連の
フォローを行っていくことで信頼
を勝ち取ることが重要だ。地球温
暖化が待ったなしの状況で、樹脂
窓と木製窓が互いにその良さを生
かし、日本中の建築を徹底的に省
エネ化していく潮流をつくってい
くことを期待している。

　熱橋（断熱欠損）の最小限化を
徹底したデザインに注目している。
これまでの木製窓はガラス荷重を
支えるため窓枠が次第に太くなっ
てきたが、窓枠はガラスより断熱
性が低く、断熱欠損になってきた。
スマートウィンは特殊金物を使い
窓枠見付 61㎜と極限まで細くする
ことで、Uw 値 0.62という性能を
発揮する。冬に日射量の少ない日
本海側では、同じ大きさの窓でも、
よりガラス面積を確保できる窓枠
の細いスマートウィンは日射取得
で非常に有利で、暖房費削減の効
果も期待できる。
　さらに従来の高性能木製窓と
の大きな違いは、日本オリジナル
仕様という窓と外壁を建築的に一
体化させた納まりだ。これにより
木製窓の弱点である窓枠の断熱・
気密・水密性を補強する。国内市
場で高断熱木製窓の選択肢が広
がったことはうれしいニュースだ。


